
「Challenge（チャレンジ）！」 
「Colorful is wonderful（カラフル イズ ワンダフル）！」 

  ３月に入りました 

二十四節気のひとつ「啓蟄」を迎えました。虫たちが

土から出てくる頃となったのですね。校舎裏の梅の木に

白い花が咲いています。確実に春が近づいているようで

す。校内の掲示も３月バージョンになっています。卒業式

の練習も始まります。今年度を気持ちよく終われるよう、

そして、新年度を気持ちよく迎えられるよう、尽力します。 
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第９回 KASHIMURA共学講座「痛快マジックショー！あなたもマジシャンに？！」開催 

 大雪のため臨時休業となり延期をしていた共学講座を３月２日（月）に開催しました。講師は、リム回しの時

もお世話になった奥山仁先生です。奥山先生の楽しくエネルギッシュなトークに参加者全員が引き込まれ、楽し

い時間となりました。まずはマジックを披露しながら、身近なものでマジックができることを教えてくださいました。

机の上に寝ころんだ教頭先生が浮いた時にはみんなびっくり！？歓声が上がりました。拍手や笑顔、応援等、プ

ラスのエネルギーを送ることの大切さも体感することができました。その後は、二人組でマジックの練習タイム。

わりばしや紐、ゴム等、ペアで練習を重ねる姿はマジシャン学校みたいでした（笑）最後は、練習の成果を発表

しました。地域の方も参加し、率先して披露してくださいました。まさに、子どもたちの良きモデルです。「子どもの

頃にしていたから」と新たなマジックも披露してくださり、会場は大盛り上がりでしたよ。保護者の方も参加して、

一緒に楽しんでくださいました。ありがとうございました。短い練習時間にどの子どももマジックを習得し、披露

できていて、感心しました。さすがですねえ。樫邑小学校の子どもたち。大拍手です。奥山先生、お忙しい中、楽し

い講座をありがとうございました。大勢のマジシャンが誕生しました。 

https://www.city.maniwa.lg.jp/site/kashimura-es/
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全校児童が「令和の二宮金次郎賞」を受賞 

２月２４日（火）JA晴れの国岡山から４名の方が来てくださり、樫邑小学校多目的

ホールで、「令和の二宮金次郎賞」の表彰式を行いました。この賞は、農業に興味を

持ち、家庭や学校で農業を頑張った児童に贈られる賞です。今年度、樫邑小学校で

は、JA晴れの国岡山真庭女性部KASHIMURAサークルの皆さんとサツマイモの植

え付けや収穫、蒟蒻づくりを一緒に行いました。また、しじり体験や和紙製作体験、「

わんだぶる」さんにお世話になって、蕎麦の種まき、収穫、石臼挽き体験を行いまし

た。その活動を評価していただき表彰に至りました。表彰式では児童代表の３名が

賞状と記念品を受け取りました。そして、一人一人に雑誌「ちゃぐりん」を、新聞紙で

作ったエコバックやペンと共にいただきました。JA晴れの国岡山の皆様、活動にお

力添えをくださった皆様、大変ありがとうございました。来年度も農業体験を通して

たくさんのことを学びたいと考えています。引き続きよろしくお願いします。 

 

朝のトークタイム   毎週水曜日 8時20分～8時35分  

２月２５日のテーマは、桃渚さんが提案してくれました。対話カードの中から『働くのはだれのため？』を選び、

テーマとしました。桃渚さんは「みんなのため」と思うけど、他の人はどう思ってるのかなとこのテーマにしたそう

です。桃渚さんからの提案で、『自分のため』『自分以外の人のため』の二択で尋ねてみました。すると『どちら

もある』という人もいて、３つのグループに分かれて対話をしました。一部紹介します。 

【自分のため】 

お金がほしい。自分の好きなことに使いたい。親が子どもをきらいだとお小遣いをもらえない。自分のかせいだお

金を使って他の人によろこんでもらいたい。他の人がよろこんでいると自分もよろこぶから、自分のためってこと

になるのかな・・・。 

【どちらもある】 

家族がいたら家族のため、一人だったら自分のため。自分のためだけだと他の人がかわいそう。自分のためだ

けど、他の人にも関係する。働かないとお金がない。働いてくれた人のお金だと思う。社会全体のため。 

【自分以外の人のため】 

家族のために働く。働くってお仕事のこと。お金をつかう。大人しか働けない。子どもの分をかせがないと好きな

ことが何もできない。 

 

今回のトークタイムをふり返って「お金のことがけっこう出てきたなあと思った」と、感想を伝えてくれた桃渚さ

ん。一緒にトークタイムに参加していると、子どもたちの考えから私自身、気づかされることがたくさんあります。こ

のお便りを読んでくださった方から「子どもたちってよく考えているんですね。大人顔負けです。」という声も届け

ていただきました。すごい！樫邑小学校の子どもたち！ 

3月4日のトークタイムの様子は次号でお伝えします。美咲さんと帆香さんが担当してくれました。お楽しみに！ 


